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近代英語の命令文の派生について

加藤正治

0. はじめに

本稿では近代英語にみられる命令文の統語的派生について論ずる。近代英

語においては，古い形式の命令文と現代英語にみられる命令文が混在し，現

代に近づくにつれて次第に古い形式は姿を消してゆく。その変化の過程をと

らえるためには規則•原則が変化したと考えるのが妥当であろう。現代英語

の命令文の派生については Pollock(1989)において提案されている方式を

基礎とする。近代英語については若干の修正を加えて考察を行なう。

1. 枠組み

句構造規則は Pollock(1989)のものを採用する。

(1) CP→ C TP 

TP→NP TP' 

TP’→T NegP 

NegP→Neg AgrP 

AgrP→Agr VP 

VP→(Adv) V 

Neg→not 

樹形図に描けば次の(2)のようになる。
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(2) C.P 
／ヘ

C TP 
／ヘ

NP TP' 
/ 
T ど尺
Neg AgrP 

血t-Ag~V.P
／＾＼  
(ADV) V 

命令文の統語的派生については，代表的なものとして1)You will V...とい

う基底構造を設定しyouwillもしくは willのみを削除するものと， 2)命

令文特有の句構造規則（例えばS→ (NP) -V 2 (Akmajian, Steele & Wasow 

(1979))を設定するものとがあった。いずれの方式を採るにしてもどのみち命

令文は例外的なものとして扱うことになる。従って，問題はその例外性を文法

内部のどの部分に持って行くかである。本稿では命令文の基底構造はできる

かぎり平叙文に近いものを想定し，さらに削除規則はなるべく用いないように

するという方針に従い，次のように規定する。まず，二人称主語と命令文の共

起に着目し，さらに，主語youが随意的に生じるという点も考慮して，命令

文は「Pro落とし (Pro-drop)」構造になっていると仮定する厄即ち，明示的

な主語youが出現する場合には平叙文とほぼ同じ構造をとり，主語が出現し

ない場合にはproが主語になっていると仮定する。 Pro落としはイタリア語，

スペイン語などにみられる現象で，人称代名詞主語が自由に出現したり消失し

たりするものである。

(3) a. Io vengo 'I come' 

b. Vengo'I  come' 

bの主語として想定される空範疇をproと呼んでいる。この現象の説明とし

て一般的に行なわれているものは， Pro落とし言語は「強い Agr」を持ち，

そうでない言語は「弱い Agr」を持つと仮定することである。強い Agrは

proを認可（license)でき，他方弱い Agrはそれができないのである。認

可については Rizzi(1986)のものが現在のところ妥当であると思われる。空
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範疇が空範疇として存在できるためには一定の条件を満足していなくてはな

らず，その条件を認可条件と呼び，それを満足させれば認可されていると考

える。 Rizzi(1986)では認可条件として次の二つを設定している。

(4) a. 適正統率 (PROは例外り

b. 内容の復元

「適正統率」については次のとおりである。

(5) aがBを適正統率する必要十分条件は①aが主要部でgがその姉妹になっ

ているか②aがBを束縛し， aとBとの間にBにとってのバリアが存在しな

いかのどちらかである。

「内容の復元」とはそれぞれの空範疇に含まれる¢素性（具体的には数・人

称・性）を復元することである。移動の結果できた痕跡はその束縛子（即ち

移動させられた要素）により内容復元され， PROはコントロール理論により

先行詞が決定され、その先行詞によって内容復元される。主語のproは適切

な Agrが内容復元できる。その方式としては、 Agrは適正統率子として作

用する¢素性指定された強い Agrと、適正統率子として作用しない¢素性指

定されていない弱い Agrに分類されると考える。強い Agrは指定辞ー主要

部一致（SPEC-HeadAgreement)により主語のproの内容復元ができるの

で，認可できる。（主語が語彙的名詞句ならば， Agrと主語の素性指定が一致

するかどうかをチェックするだけとなろう。）一方，弱い Agrは適正統率子

ではなく，そのような素性指定されていないのでproが主語になった場合そ

の内容復元ができない。従ってproを認可できず主語としてproをとれな

いことがわかる。弱い AgrはVに付加される接辞であるので，素性指定は何

らかの方法で行われなければならない。それは語彙的主語との指定辞ー主要

部一致によって行なわれ，その後にVに接辞として付加されることになる。従っ

て，先の仮定に従うと，英語のふつうの文は弱い Agrを持ち，命令文は強い

Agrを持っということになる。即ち，命令文の例外的なふるまい方の原因を

強い Agr の存在に求めることになる。 Agr は（その強弱にかかわ•らず）通

常 Tenseと共起する（ただし，ヨーロッパのポルトガル語には主語との一致
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を示す不定詞がある。 Raposo(1987)参照。）ので，必然的に時制文として扱

われることになる。意味から考えて，時制は〔ーPast〕ということになろう。

命令文の構造は次のようになるぢ

(6) [cP丘｛悶｝丘 [T-Past, Imp][心,PS-Agr [vP V…]]]] 
(S-Agrは「強い Agr」を表わす）

2. Pollock (1989)による命令文の派生

命令文の派生について述べる前にまず Pollock(1989)の方式では平叙文

をどのように派生するかを簡単にみてみよう。この方式の特色として次のも

のがあげられる。

(7) a. TenseとAgrを分離し，各々 TP,AgrPを形成すると考える。

b. Negを主要部とする NegPを仮定する。

C. V移動 (VerbMovement)を想定し， Vが Agr→ T （→ C)と上

昇していく。

d. 空範疇の do,即ち音韻素性を除いてdoと同じ素性を持つ空範疇を仮

定する。

(7) a. bについては副詞との相対的な語順によって決められる。 (7)C につい

ては現代英語では beと haveを除いては観察されない。図式的にみると，

(8) [cP [TP NP [T, T [A訂PW-Agr [vP V NP]]]]] 
↑← " `̀  ・“““̀  • • • • • • • • • • • ・。」↑ I ↑ | 

② ① 

(W-Agrは「弱い Agr」表わす）

①の移動については，移動そのものは許容されるが、弱い Agrを主要部にも

つ AgrPはVの0役付与を阻止すると仮定されているので， 0理論により排

除される。 Be/haveについては 0役付与をしないと仮定し，存在の be及び

所有の haveの後に生ずるNPに対しては所格要素 LOC（空の場合もある）

が0役付与をすると考えるので， 0理論の違反は生じない。従って何の支障も

なく①の移動が可能である。②の移動についてはTを一種の量化詞(Quantifier)
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とみなし， Vの痕跡を束縛しなくてはならないと仮定することにより，この移

動を（従って①の移動も）実質的に義務的にしている。（尚， Vを Agrを経

由せずに一挙にTまで移動すると ECP違反になるので必ず Agrを経由しな

くてはならない。）従って①の移動は0理論では許されず，他方②の移動が義

務的であるのに伴って義務的になるという矛盾が生じる。これを解決するこ

めに(7)dの空範疇 do（以下¢と記す）を想定する。このがま語彙的な doと

同じく Agrの下に生成され， VP内のVの代用形となり， Vの0役をコピー

し， Tまで移動する。従って①の移動はそもそも行なわれないので 0理論の

違反は生じず，またTは Agrの位置に残る痕跡を束縛できるので矛盾は解決

される。否定文では NegPが存在することになるが，次のように必ず doが

生じ，¢は許されない。

(9) a. * John not left. 

b. John did not leave. 

この構造は次のようになる。

UO) [cP [TP John [T,［知，［v,｛り｝ ］T] ［山rrPnot [A.,P e, [VP leave]]]]] 
ここで NegPは固有バリア（inherentbarrier)であると仮定する。そのた

めに一般に統率を阻止することになるが，固有バリアがLマークされる場合に

は統率を阻止しないと仮定されている。 UO)の doは語彙範疇なので NegP を

Lマークするため， Tiが e，を統率するのを防げず ECPを満足する。他方

¢は語彙範疇ではないので NegPをLマークせず， eiは NegPによって統率

を妨げられることになり， ECP違反となる。従って NegPが存在すれば¢は

生じず，否定文では必ず doが現われることになる。

次にあるように一般に beとdoは共起しない。

Ul) * John doesn't be happy. 

この構造は次のようになる。

UZ) [cP [TP John [ T, [""" [ v, do] Agr] T] [:-1,rrP not [11g,P e, [ vp be happy]]]]] 

形式上は先のUO)と同じであるので文法的な文になるはずであるが，実際は非文

-89-



加藤正治

である。 Doは先述のとおりVP内のVの代用形になり 0役をコピーする。 Be

は0役を持たないので doには 0役はコピーされず，そのような doの痕跡は

Tが束縛する変項としての資格がないと仮定し，そのために非文になるとす

る。 Doの代わりに¢が用いられても同様に非文となる。従って beの場合に

はV移動が適用されねばならないことになる。

Pollock (1989)の考え方では，命令文は本質的には平叙文と同様に派生さ

れるとしている。まず肯定命令文を考える。

U3) a. (Do) sing ! 

b. (Do) be a good sport ! 

これらの構造は平叙文のそれとほぼ同じである（命令文においてはTの中に

Impという要素が付加される）。

⑲ a. [cP [TP NP [T-Past, Imp] [Ac,P [｛り｝ ［vp sing]]]] 
b. [er [TP NP [T-Past, Imp]［知P｛り｝ ［vP be a good sport]]]] 
a文については平叙文と全く同じ派生で問題がない。 b文については平叙文と

異なり do/¢とbeが共起しているので，問題である。平叙文の場合には be

に0役がないので do／かの痕跡はTに束縛される変項としての資格がないと

考えたが，命令文では Impがあるためにその痕跡に変項としての資格が与え

られると考え， do／例の移動が可能になるようにしている。命令文では be/

haveであってもV移動が適用されない。
＊ U5) a. ~ Have not finished your work when I come back. 

b. * Be not silly. 

（以上 Pollock(1989)より）

Pollock (1989)では，命令文的働きをもつフランス語の不定詞の例も考慮に

入れて次の一般化を提案している。

U6) 命令文的な力をもっ〔ーfinite〕な文においては NegはV移動を阻止す

る主要部とみなされる。
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(Pollock (1989) : (91)) 

命令文を〔ーfinite〕とみなして否定を含む構造を考えると 9 (15) a. bにお

いて be/haveはnotを越えてV移動できないので，正しく非文であるとされ

る。ところがこのような案を採用すると今度はふつうの否定命令文が派生で

きなくなる。

(17) a. Don't prepare. 

b. Don't be silly. 

これらの例では doが明らかに notを越えて移動しているので非文になるはず

である。

(18) [cP [TP NP [T-Past, Imp] [t<,gP not [Ar.,P do [vP｛［竺悶｝ ］］］］］ 
この解決策として， Pollock(1989)はこの doを助動詞ではなく本動詞とみ

なし，古い英語の「使役の do」の名残であるとする。即ち，現代英語の make

と同じように後に目的語＋原形不定詞を従えるとみなすのである。 Notは従っ

て古い英語式に主動詞 doの後に付き，肯定命令文と同じく¢がV移動する 40 

(19) [cP [TP NP [T-Past, Imp]［如¢ [VP V+not 

[cP [TP T [A..-P Agr [vP... ]]J]]J 

以上が Pollock(1989)で現代英語について述べられている事柄の概要である。

次に近代英語の命令文に関してこの枠組を検討する。

3. 近代英語の命令文の分析

近代英語にみられる命令文の分類は次のようになろう。

(20) 肯定命令文5

a. (You) V… 

b. (You) be Pred... 

c. V you… 

'Bring thou the master to the citadel;' 

(Othello. II. i. 211) 
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d. Be you Pred… 

'Bee you my Orator.' 

(Webster : The White Devil IT. i. 21 -22) 

e. Do you V… 

'and do you come with her.' 

(Richardson : Pamela) 

f. Do you be Pred... 

'Sophy, do you be a good girl,' 

(Fielding : Tom Jones) 

(21) 否定命令文

a. V not... 

'Sit not down here,' 

(Bunyan: The Pilgrim's Progress) 

b. Be not Pred… 

'be not very grave' 

(Meredith : The Egoist) 

c. V you not… 

'Fear you not my part of the dialogue.' 

(Much Ado about Nothing皿i.31) 

d. Be not you Pred… 

'Be not you accessary.' 

(Johnson : Bartholomew Fair IT. i. 32) 

e. Do not V… 

f. Do not be Pred… 

g. Do not you V… 

'Don't you take on, sir.' 

(Stevenson : Treasure ls比nd)
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h. Do not you be Pred… 

'Don't ye be nervous,' 

(Hardy : Tess of the D'!.J.rberuilles) 

i. Not V… 

'Not looke toward the windore :' 

(Johnson : Volphone, or the Fox IT. i. 67-68) 

j. V pronoun not… 

'forsake me not, dear Isabella !' 

(Walpole : The Castle of Otranto) 
(20) a. bについては Pollock(1989)と同様に派生でき，問題点はないところ

であろう。ただし， ¢を認めるか否かが後に問題となる。(20)C. dでは一般動

詞 beともに主語youの前に生じている。従っていわゆる主語一助動詞倒置

(Subject-AUX Inversion)の効果が生じているといえるが， Pollock(1989) 

ではこの効果はVをAgr,Tを経由してCまで移動することによって得られ

る。このことは即ち，（少なくとも）このタイプの命令文ではV移動が生じて

いるということを意味する。 Pollock(1989)による現代英語の分析では， Agr

が弱いので AgrPがVによる 0役付与を阻止する， ということで一般動詞の

Agr, Tへの移動を不可能にしている。しかし本稿では命令文の Agrは強い

と仮定するので， AgrPは0役付与を阻止しないことになり， v移動が可能で
ある。

~2) (cp [T, [V, Agr] T] [TP you [T, e, [Ag,P e、[vpe,…]]]]] 

この派生は現代英語の命令文では許されないので，現代英語の Agrが近代英

語の Agrほどは強くないが，それでもproを認可できる能力をもつと仮定し

なければならない。この命令文の Agrの強弱の差は， Pollock(1989)も指摘

しているように，二人称において動詞が単数・複数の区別をするか否かに依存

していると思われる。即ち，動詞の活用に二人称単数・複数の区別があった項

のAgrはそれの消滅した現代英語の Agrよりも強かったと考えられる。従・っ

て現代英語，近代英語ともに命令文では Agrはproを認可できるくらい強力
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であるが，二人称の数の区別できない分だけ現代英語の Agrのほうが弱く，

〇役付与を阻止するということになる。このようにV移動が認められると 9 (20) 

a. bについては¢を仮定する必要がなく素直にVがTの位置まで移動する

と考えればよいことになる。

(20)e. fについては， doがV移動を受け(20)c. dと同じく Cの位置まで移動し，

いわゆる主語一助動詞倒置効果が現われている。派生は次のとおりである。

~3) [cP [T, do, T] [TP you [T• e, [A.,P e, [vP {:}... ]]]]] 

DoはVの0役をコピーし 0役付与を代行するので0理論の違反はない。 Pollock

(1989)のようにTへのV移動を認めず「使役のdo」を用いる分析も可能であ

る。本稿では(20)c.dでTへのV移動を認めざるを得ないので Pollock(1989) 

の方式はとらない。

次に否定命令文について考察する。~1) a. bはnotの前に動詞が生じてい

る点が特徴的である。即ち， notを越えてTまで動詞が移動しているのである。

動詞が Agrを経由してTまで移動するのは強い Agrを想定するので問題ない

が，問題は notを主要部とする NegPの存在である。 Pollock(1989)では(16)

で述べたような一般化を仮定しているため， NegPは移動を阻止する働きをも

つことになる。しかし実際には明らかにVはnotの前へ移動しているので NegP

は移動を阻止しないと考えねばならない。この矛盾を解決するために(16)の一

般化が近代英語には存在しなかったと考えることは可能であるが， Pollock

(1989)ではこれをフランス語の不定詞を含めた一般化であると考えているの

で，なくしてしまうわけにはいかないであろう。もう一つの案として，近代英

語では NegPを全く認めず Negは AgrPに付加するという方法が考えられる。

肋4) [cP [TP NP [T, T［心,PNeg[1,g,P Agr[…]]]]]] 

このように考えると Negはもはや主要部ではないのでVの移動を阻止するこ

とはなく， T（もしくはC)への移動が可能である。

~5) [cP [TP pro [T, T[位,PNeg[心,PAgr [VPに｝…］］］］］］

↑ I 
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(21) C. dはCへのV移動が適用されていると考えられるが，適用されない場合

には You饂｝ not…という誤った形式が出てくるので義務的な適用を想
定しなくてはならない。さらにこの両者は notの位置に関して好対照をなす。

CにおいてはVがnotを残して主語youの前に移動しているのに対し， dに

おいては beがnotとともに主語の前に移動している。この現象は一般の疑問

文においてもみられる。

(26) a. And could not you open it ? said Manfred. 
(Walpole: The Castle of Otranto) 

b. And do not you fear the fierce vengeance of my arm wreaked on 

your miserable head ? 

(M. She11ey : Frankenstein) 

c. Is not this a free country ? 

(ibid.) 

この場合，助動詞的要素と notが一つの構成素を成していることは異論のな

いところであろう。即ち， notが助動詞的要素に接語化 (cliticization)され

ているということである 60

一方， notは語彙的な一般動詞には接語化しないので9 (21) CにおいてVのみ

が主語の前へ移動する。ただしここで問題になるのは，一般疑問文の場合には

notを残して助動詞要素だけを主語の前へ移動することも可能であるが，命令

文では必ずnotは接語化され助動詞要素とともに移動される， という事実で

ある。この点については解決案はない。

(21) e. fについては(21)a. bと対照的で現代英語にふつうにみられる形式であ

る。 NegはV移動に対して障害にならないのであるから Pollock(1989)式

にAgrの下の doを仮定し，これにV移動を適用すれば派生される。(21)g. h 

では主語youの前に donotが生じているが， CへのV移動は認めざるを得な

いのは先述のとおりであるので， Agrの下の doをTへ移動し， notを接語化

し， TからCへさらに移動したものと分析できる。従って(21)e. f. g. hは次

のような派生構造となる。
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(27) [cP [c, [ T; [A,,, do-not] C [ TP似゚u} e, [Amp e[知 Pe, [ VP…]]]]] 
Cへの移動は Youdo not 饂｝…という誤った形式を生成させないよう

にするために義務的にしなくてはならない。(21) iは Ukaji(1978)によれば

それほど頻繁に見られるものではないということである。命令文の基底構造

を(6)であると仮定しているため，命令文はTを含み， Tは量化詞なのでそれが

束縛する変項が必要である。このパターンでは notVの語順からV移動が生

じておらず，従って変項になり得る痕跡がないことになる。これを解決する方

法として，元来空範疇である Agrを利用してこれをTに束縛させるという方

法が考えられる。しかし， T自体にそもそも指標がないので，この束縛は束縛

の一般条件を満たさず成立しないことになる。やはり何らかの動詞的要素を

Tへ移動し，その指標をTに浸透させて適正な束縛子にする必要がある。こ

の動詞的要素としては Pollock(1989)の提案している¢が考えられる。基底

構造は次のようになろう。

(28)[cP [TP Pro [T-Past, Imp] [A.,-P not [A.,P ¢ [vP…]]]]] 

従ってこれは~1) eの特殊な形式とみなすことができる。本稿では近代英語に

¢を仮定しない立場をとるので，この分析は例外的な特殊なものということに

なる。そのために，それほど頻繁にみられない構文であるということになるの

であろう。

最後の01)jもかなり特殊なパターンである。目的語が代名詞で， その後に

notが生じている。この notの位置については，もともとはVの直後にあり

韻律上の理由で代名詞の後に移ったと分析できる。即ち，

凶）［ce[TPpro [T-Past, Imp][知Pnot [A.丑PAgr [vP V pronoun]]]]] 

↑ I 

のような派生によってVnot pronounが生成され，韻律に関わる文体規則で

notとpronounが前後入れ換わると考えられる。従って本質的には(2Daと同

様であるといえる。
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4. 残された問題とまとめ

以上のように近代英語の命令文は Pollock(1989)の枠組に若干の修正を加

えて生成できるが，いくつかの問題点が未解決のままである。まず第一に，過

剰生成とそれに関連するCへのV移動の問題がある。肯定命令文(20)a. bとc.d 

とを比餃すると， CへのV移動が適用されなければ a.bの形式になるし，適用さ

れると C.dの形式になることが分かる。したがってこれらをみる限りはCへの移

動は随意的ということになる。しかし9(20)e. fではCへのV移動が適用されな

いと Youdo 饂｝…という誤った形式が生成されるし，否定命令文(20)C. d及

びg.hにおいても同じく各々 You 饂｝ not…,Youdo not饂｝．．．とい

う誤った形式が出てきてしまう。従ってこれらの場合にはCへのV移動は義

務的でなくてはならない。本稿では扱わなかったが， CへのV移動に関する制

約についての研究がなされればこの矛盾が解決される可能性が大いにあると

考えられる。次に，(21) i. jについて，主語youの出現しない形式しかみら

れないという点が問題となる。本稿では命令文の主語はyouとproとが自由

に交替すると仮定しているので，これらのタイプでは必ずproが選ばれるとす

る何らかの方策が必要である。三番目に，本論の中でも述べたことであるが，

助動詞要素と notとの関係があげられる。即ち，一般疑問文の場合には notと

助動詞はともに文頭へ移動してもよいし， notを残して助動詞要素のみ文頭へ

移動してもよいが，命令文の場合には助動詞要素と notは必ず一緒に移動し

なくてはならない，という点である。規則の点から述べれば，一般疑問文では

notの接語化が随意的であるのに対し，命令文では義務的になっているという

ことになろうが，この差を本項で仮定した構造に帰することは今のところ不可

能である。

以上，近代英語の命令文をタイプ分けし，各々の派生について考察してきた。い

くつかの問題点はあるが， Pollock(1989)を基礎として(1)二人称の単数・複数を

区別できる強い Agrを仮定し，（2)CへのV移動を認め，（3)NegPは想定せず Neg

をAgrPに付加する構造を仮定すればかなり無理なく記述できると思われる。
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［注］

1. 今井・中島・外池•福地・足立著『一歩すすんだ英文法』参照。

2. PROは統率されてはいけない，というのが条件になる。

3. 否定命令文については後の節で述べる。

4. Agrの位置に¢の代わりに doが生じてもよいはずで，その場合には do

don't V…という非文が出てきてしまう。これの排除の方法については

Pollock (1989)は言及していない。

5. 命令文の主語はyouに代表させる。

6. さらに n'tに縮約する過程が付け加わることもある。

※本文中の例文は荒木・宇賀治 (1984),Katoh (1981), Ukaji (1978)から

引用しました。
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